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１．はじめに 

 横浜環状北西線は，東名高速道路「横浜青葉 IC」

と第三京浜道路「港北 IC」を結ぶ延長約 7.1km の路

線である（図 1）．そのシールド区間のうち併設され

たトンネルを結ぶ連絡路（以下，U ターン路②）を

施工した．U ターン路②工事の課題は，(1)短い工程

で(2)砂地盤の中，安全に非開削工法を行うこと（図 3）

である．本稿では，(1)工程短縮について報告する． 

２．工程短縮方針 

 U ターン路②は，シールド掘進や道路階の構築（以

下，床版工）と並行して施工する必要があった．そ

こで，トンネル円形断面のうち非開口側（図 2 STEP4

参照）でトンネル坑内の物流を確保しつつ U ターン

路工事を行った．本工事では，図 2に示す施工ステッ

プのうち，更に下記二点に着目した． 

【STEP1】シールド機が U ターン路②位置を通過し

てから仮設構台の設置まで数ヶ月を要する：シールド

掘進後に床版工用の作業台車が複数通過する間は U

ターン路②工事に着手できない．そこで，台車通過に

支障とならない空間を用いてシールド後続台車通過

直後に施工を開始する． 

【STEP2】全 32 本のパイプルーフ推進中は到達側の

青葉行（図 2 STEP1 参照）で行う作業が無い：パイ

プルーフは青葉行セグメント地山側に寸止めする．ト

ンネル間掘削前にその先端をセグメントに接続する

必要があるため，内部支保工設置前に迎え掘りを行う． 

 
図 3 シールドトンネル線形と地質縦断図 
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図 1 横浜環状北西線平面図及び U ターン路位置図 

 STEP1              STEP2  
シールド掘進     止水対策の薬液注入工を施工 

仮設構台の設置     地山防護のﾊﾟｲﾌﾟﾙｰﾌを施工 

 
 STEP3              STEP4  

内部支保工を設置     躯体構築,裏込め充填 
ｾｸﾞﾒﾝﾄ撤去,ﾄﾝﾈﾙ間掘削   内部支保工撤去,後施工床版 

   
図 2 当初計画施工ステップ図 
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３．工程短縮策①天井足場 

 図 4に示す通り，床版工用の台車および仮設構台設

置後の車両走行占有範囲は，トンネル円形断面のうち

下方に限られ，上方空間を U ターン路工事用に占用

しても問題無いことが分かる．そこで，トンネル内面

の中間高さ左右に設置したブラケットと天頂に取り

付けた吊材により横断梁を架設し，その上に足場材を

敷設する構造を採用した．なお，横断梁は，図 4（横

断図）向かって右側は作業スペースを確保するために

下げ，左側は車両走行高を確保するために上げた． 

 天井足場の採用により，床版工用の作業台車が複数

通過する間もＵターン路②の作業を行うことができ，

シールド工および床版工を妨害せずクリティカルパ

スを数ヶ月短縮することができた．なおこの工法は，

床版工が遅延する場合にも作業を継続できるという

点で、更なる潜在的な工程メリットがあったと言える． 

４．工程短縮策②パイプルーフ到達部の迎え掘り 

 パイプルーフ到達部は，迎え掘り後に半割のシルクハット型鋼材を

セグメントに溶接し，内部に無収縮モルタルを打設することで，荷重

伝達を行える構造とした（図 5）．迎え掘りはシルクハット型鋼材の接

続作業性を確保できる最小限の範囲で行い，事前に FEM 解析にてその

安全性の確認を行った． 

 迎え掘りでは，狭隘箇所の掘削につき機械掘削時に運転者がセグメ

ントに挟まれてしまうリスク，上向き掘削が発生するため土砂が作業

者の頭上に落ちてくるリスクを回避する必要があった．そこで，無人

化施工機械を採用し，運転者は有線のリモコンにて掘削箇所から離れ

た位置で機械操作を行った．作業条件に応じて二種類の無人化施工機

械を使い分け，迎え掘り前半は掘削地盤の硬軟に応じ

てアタッチメントを変更可能な電動バックホウを採

用し，後半はセグメント背面を掘削するためにアーム

を逆にした逆手バックホウを採用した． 

５．おわりに 

 上記二策により，無事故で大幅な工程短縮を達成し，

今後の類似工事のプロトタイプを示すことができた． 

なお，本工事では構造設計段階からも工程短縮に取り

組んでおり 1)，パイプルーフ発進仕口のセグメント内

包化，内部支保工の配置合理化による，作業効率化も

確認できたところである． 
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図 5 迎え掘り横断図 

 

パイプルーフ到達部詳細 

図 6 迎え掘りステップ図 ※写真は場外試験施工状況 
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図 4 天井足場横断図(上:薬液注入,下:ﾊﾟｲﾌﾟﾙｰﾌ) 
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